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注意事項 
 本資料の記載内容は、予告なしに変更することがありますので、ご用命の際は営業部

門にご確認ください。 

 本資料に記載された動作概要や応用回路例は、半導体デバイスの標準的な動作や使い

方を示したもので、実際に使用する機器での動作を保証するものではありません。従

いまして、これらを使用するにあたってはお客様の責任において機器の設計を行って

ください。これらの使用に起因する損害などについては、当社はその責任を負いませ

ん。 

 本資料に記載された動作概要・回路図を含む技術情報は、当社もしくは第三者の特許

権、著作権等の知的財産権やその他の権利の使用権または実施権の許諾を意味するも

のではありません。また、これらの使用について、第三者の知的財産権やその他の権

利の実施ができることの保証を行うものではありません。したがって、これらの使用

に起因する第三者の知的財産権やその他の権利の侵害について、当社はその責任を負

いません。 

 本資料に記載された製品は、通常の産業用、一般事務用、パーソナル用、家庭用など

の一般的用途に使用されることを意図して設計・製造されています。極めて高度な安

全性が要求され、仮に当該安全性が確保されない場合、社会的に重大な影響を与えか

つ直接生命・身体に対する重大な危険性を伴う用途（原子力施設における核反応制御、

航空機自動飛行制御、航空交通管制、大量輸送システムにおける運行制御、生命維持

のための医療機器、兵器システムにおけるミサイル発射制御をいう）、ならびに極め

て高い信頼性が要求される用途（海底中継器、宇宙衛星をいう）に使用されるよう設

計・製造されたものではありません。したがって、これらの用途にご使用をお考えの

お客様は、必ず事前に営業部門までご相談ください。ご相談なく使用されたことによ

り発生した損害などについては、責任を負いかねますのでご了承ください。 

 半導体デバイスはある確率で故障が発生します。当社半導体デバイスが故障しても、

結果的に人身事故、火災事故、社会的な損害を生じさせないよう、お客様は、装置の

冗長設計、延焼対策設計、過電流防止対策設計、誤動作防止設計などの安全設計をお

願いします。 

 本資料に記載された製品を輸出または提供する場合は、外国為替及び外国貿易法およ

び米国輸出管理関連法規等の規制をご確認の上、必要な手続きをおとりください。 

 本書に記載されている社名および製品名などの固有名詞は、各社の商標または登録商

標です。 

Copyright© 2008 FUJITSU MICROELECTRONICS LIMITED all rights reserved 
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改版履歴 
版数 日付 内容 

1.0 版 2005.12.23 新規作成 

1.1 版 2008.01.21 新フォーマットに修正 

1.2 版 2008.02.25 P7 の誤記を修正(図 1.2.3->図 2.2.3) 
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1 はじめに 
 

この手引きは、富士通の３２ビット MCU MB91260B および MB91265A シリーズに搭載されている、

16ビット積和演算マクロ（DSPマクロ）を使用する際のASMコンバータの導入、利用方法について

まとめました。以下断りのない限り、MB91260B シリーズを例として説明します。 

 DSP マクロ ASM コンバータの仕様については、別途「DSP マクロ ASM コンバータマニュアル」

をご参照下さい。 
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2 DSP マクロ ASM コンバータを使用するための準備 
2.1 インストール方法 

DSP マクロ ASM コンバータのインストール方法を以下に示します。 

 あらかじめ、Softune Workbench はインストールしておいてください。 

 

 フォルダ内の「SETUP.exe」ファイルを実行すると、インストーラが起動します。 

 
図 2.1 インストーラ起動画面 

 

 「DSP マクロ ASM コンバータのインストール」を選択し、インストールフォルダを指定することで

インストールが完了します。 

 （Softune インストールディレクトリ内へのインストールを推奨いたします。） 

 

2.2 Softune Workbench への登録 

 

 ＤＳＰマクロＡＳＭコンバータをSoftune Workbenchに登録する手順、登録内容について説明しま

す。 

   

１）登録手順 

 

 まず最初に、Sofftune Workbench を起動します． 

 次にメニューの［環境(S)］から[ツールの設定(O)…]を選択します．(図2.2.1) 
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図2.2.1 ツールの設定 

 

 上記の操作を行うと，「図2.2.2 ツールの設定ダイアログ」で示すウインドウが表示されますので，

ここで必要な情報を入力後，[設定(E)]を選択する事により，ＤＳＰマクロＡＳＭコンバータを登録す

ることができます。 

 

 

 

 

図2.2.2 ツールの設定ダイアログ 
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２） 登録内容 

 

 「図2.2.2 ツールの設定ダイアログ」で登録する内容について説明します。 

 

【タイトル】 

 ＤＳＰマクロＡＳＭコンバータのタイトル名を指定します。 

 ツールの起動時は、ここで指定したタイトル名を選択します。 

 

【実行ファイル名】 

 ＤＳＰマクロＡＳＭコンバータの実行形式ファイル名を指定します。 

 ＤＳＰマクロＡＳＭコンバータのインストールディレクトリを環境変数ＰＡＴＨに設定していない場合

は，フルパス名で指定して下さい。 

 

【オプション】 

 ＤＳＰマクロＡＳＭコンバータ実行時の入力ソースファイル名，および，起動時オプションを指定し

ます。オプション詳細については「DSPマクロ ASMコンバータマニュアル」の起動時オプションを

参照してください。 

 

【実行時のディレクトリ】 

 ＤＳＰマクロＡＳＭコンバータ実行時のディレクトリを指定します。 

 

【実行時に追加オプションを指定】 

 チェックありに設定すると，ツールの起動時に追加パラメータの設定ダイアログ（図2.2.3）が表示

され，追加オプションを指定する事ができます。 

 前述の【オプション】で，必要なオプションを設定した場合は，チェックなしに設定して下さい。 

 

【アウトプットウィンドウを使用】 

 チェックありに設定すると、Softune Workbenchのアウトプットウィンドウにツールの実行結果を

出力することができます。Softune Workbenchのエラージャンプ機能を利用する場合はチェックあ

りに設定してください。 

 

【ツールリスト】 

 登録時は必要ありません。 

 登録済みツールの登録内容の修正，または登録を削除する場合に使用します。 
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図2.2.3 追加パラメータの設定ダイアログ 

 

 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

   注意： 

     追加パラメータを指定する場合は,先頭に１つ以上の空白を入れて下さい． 

 

       例) 追加パラメータ(A): __-list__%(LSTPATH)\ __-cross_reference           

                  (__は空白) 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

 8



AN07-00106-1 

３）登録例 

 

 ＤＳＰマクロＡＳＭコンバータの登録例を記します。 

 

図2.3.1 登録例 

 

       【タイトル】           “uDSP ASM converter” 

       【実行ファイル名】        “C:\Softune6\BIN\bin\dasm911.exe”   (DSPマクロ

インストールディレクトリ\ dasm911.exe) 

       【オプション】          “DSP_macro_source.dsp” 

                    (DSPマクロ用アセンブラ記述ファイル名) 

       【実行時のディレクトリ】     %(PRJPATH) 

       【実行時に追加オプションを指定】 チェックなし 

       【アウトプットウィンドウを使用】 チェックあり 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

   参考： 

 オプションに設定するソースファイル名は，ワイルドカード(*.dsp)で指定します。 

    また，実行時のディレクトリには，プロジェクトのディレクトリ(%(PRJPATH))を 

    指定しています。このように設定することにより，プロジェクトディレクトリ下の全てのＤＳＰソ

ースプログラム（*.dsp）に対し，ＤＳＰマクロＡＳＭコンバータを実行することができます。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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４）ツールの起動 

 

   ツールの設定ダイアログで登録したツールを起動するには，メニューの［環境(S)］から［ツー

ルの起動(L)］を表示し，登録したツールのタイトル名を選択します．(図2.4.1) 

 

 

図2.4.1 ツールの起動 
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3 DSP マクロを使用する際のプログラムの作成手順 
 

 DSPマクロASMコンバータを使用し，Softune形式のオブジェクトを作成するまでの流れを図3.1 

に示します．以後，DSP マクロ ASM コンバータを「ASM コンバータ」と記述します． 
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系
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の
処
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ASM ｺﾝﾊﾞｰﾀ 
ｿｰｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(.dsp) 

DSP 実行命令 
（Softune 形式 
 ｱｾﾝﾌﾞﾗｿｰｽ(.h)）

   ASM ｺﾝﾊﾞｰﾀ 

  .PROGRAM  DSP_PROG 
  .SECTION  DSP_CODE,CONST 
#INCLUDE  ﾌｧｲﾙ名 
 
 
 
 
   ・・・ 

     Softune ｱｾﾝﾌﾞﾗｿｰｽ(.asm) 

 DSP 実行命令 
 (ASM ｺﾝﾊﾞｰﾀの出力) 

作成した DSP プログラムを

ASM コンバータによって処理

します。 

③ASMコンバータの出力 

DSPの実行命令をSoftune形

式のデータとして出力。 
 インクルード 

①ソースプログラム作成 

ASMコンバータの言語規則に

沿ってソースプログラムを作

成します。 

②コンバート処理 

④ホストプログラムの作成 

ASM コンバータが出力した

DSP 実行命令をデータとして

組み込みます。 

DSPの各種設定、起動手順を

記述します。 

⑤以降は、通常の Softune アセン

ブラと同様の手順でオブジェクトを

作成します。 

 図 3.1 DSP プログラムの作成の流れ 
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①プロジェクトファイルの準備、およびソースプログラムの作成 

 プロジェクトファイルは、通常のSoftune Workbenchでの手順と同様になります。 

 DSPマクロ用のファイル拡張子名は *.dsp としてください。 

 *.dspファイルは、プロジェクトのメンバ登録してもSoftuneのメイク/ビルドには影響を与えませ

ん。 

 エディット作業の効率化のため、プロジェクトの登録をお勧めします。 

 

 

図3.2 *.dspファイルのプロジェクトファイルの登録例 

 

 *.dspファイルは、「DSPマクロ ASMコンバータマニュアル」の言語規則に沿ってDSP用ソースプ

ログラムを作成してください。（サンプルプログラム DSP_macro_source.dspを参照下さい。） 

 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

   注意： 

 プロジェクトのメイク／ビルド時，ＤＳＰソースプログラムとＤＳＰマクロＡＳＭコンバータにより

生成されたインクルードファイルの依存関係は考慮されません． 

 ＤＳＰソースプログラムを修正した場合は，メイク／ビルドを行う前に，必ず，ツールの設定で

登録したＤＳＰマクロＡＳＭコンバータを起動し，インクルードファイルを最新のものにしておく

必要があります． 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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②コンバート処理 

 .dsp ファイルの編集が終了したら、ASM コンバータを起動して Softune 形式アセンブラソース

(*.h)を作成します。 

 起動方法は、２章 ４）ツールの起動 を参照してください。 

③ASMコンバータの出力 

 ②を実行することで、Softune形式アセンブラソース(*.h)が作成されます。 

図 3.3 に *.dsp ファイルの変換結果である DSP_macro_source.h*.h ファイルを示します。 

 

 

/*****************************************************************/ 
/* DSP Macro I-RAM Section Data                                  */ 
/*                                                               */ 
/*   ASM File : DSP_macro_source.dsp                             */ 
/*                                                               */ 
/*              Code Data            ;locate: code    ope1, ope2 */ 
/*****************************************************************/ 
DSP_START:                           /* 00H :                    */ 
    .DATA.H     1100000000000011B    /* 00H : MUL     00H,  03H  */ 
    .DATA.H     1000000001000100B    /* 01H : MAC     01H,  04H  */ 
    .DATA.H     1000000010000101B    /* 02H : MAC     02H,  05H  */ 
    .DATA.H     0111001001000000B    /* 03H : STYIH   00H,  Q8   */ 

 

 

図3.3 .dsp ファイルの変換ファイル(*.h) 

 

④ホストプログラムの作成 

 DSPマクロを使用するために、プログラム上で以下の設定が必要になります。 

1)*.h ファイルのインクルード設定(*.hファイル = I-RAMへの転送元データ) 

2)DSPマクロのI-RAM/X-RAM/Y-RAMへのデータ転送 

3)DSPマクロの初期設定/動作開始/演算結果呼び出し等の処理 

 

1) *.h ファイルのインクルード設定 

 DSPマクロの実行命令コードをインクルードするために、const領域としてセクションを定義しま

す。 

図3.5に、アセンブラでの定義例を示します。 

 

 

.section DSP_CODE_DATA,const,align=2   ;DSPコードデータ 

#include "DSP_macro_source.h" 

 

図3.5 *.h ファイルのインクルード 
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2)DSPマクロのI-RAM/X-RAM/Y-RAMへのデータ転送 

3)DSPマクロの初期設定/動作開始/演算結果呼び出し等の処理 

 

上記の一連の手順例を下記に示します。 

(ⅰ)DSP の停止を確認 

DSPのDSP-CSRレジスタのRunDSPビットを判定し，DSPが停止していることを確認します。 

  DSP 動作中は各 RAM領域へのアクセスができません。 

(ⅱ)DSP のコードデータ(*.h)を I-RAM に転送 

ASM コンバータが生成したコードデータ(*.h)を、I-RAM に転送します。 

(ⅲ)DSP-PC（プログラムカウンタ）の設定 

実行を開始する DSP プログラムの先頭アドレス（00H）を設定します。 

(ⅳ) 変数および係数データを DSP の Y-RAM,X-RAM に転送 

係数データ(例では K0、K1、K2)を，X-RAM のアドレス 00H から 02H に転送します。 

変数データ(例では R,G,B)のデータを，Y-RAMのアドレス 03H から 05H に転送します。 

(ⅴ) 演算開始 

DSP-CSR レジスタの GoDSP ビットを”１“に設定し，DSP を起動します。 

 

 これら、(ⅰ) ～ (ⅴ) の処理を行うプログラム例はサンプルプログラムをご参照下さい。 

 これらの記述はアセンブラ、C言語いずれでも対応可能です。 

(例では混載された記述にしています。C記述のmain()関数がプログラムスタートとなります。) 

 

 

＜参考＞サンプル DSPプログラムの内容 

 *.dspファイルでは、下記の演算を実行するよう記述しています。 

 (計算式) 

 Y = K0*R + K1*G + K2*B 

 K0、K1、K2：係数データ -> X-RAMに格納します。 

 R、G、B：変数データ  -> Y-RAMに格納します。 

 Y：演算結果データ -> Y-RAMに格納します。演算結果はSTR命令で指定した 

フォーマットで格納されます。 

 (アセンブラ記述) 

MUL X_K0,Y3_R 
MAC X_K1,Y4_G 
MAC X_K2,Y5_B 
STYIH Y0_Y,Q8 ;割り込み発生 
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付録 
Ａ メモリの配置 
 
 DSP 系におけるホスト CPU プログラム，および DSP 自身から見たメモリ配置の概要を以下に
示します．アドレスの詳細は，各製品のマニュアルを参照して下さい。 
 
   【ﾎｽﾄ CPU ｱﾄﾞﾚｽ空間】      《DSP ﾒﾓﾘ》       【DSP ｱﾄﾞﾚｽ空間】 
     ＜ﾊﾞｲﾄｱﾄﾞﾚｽ＞      ＜ﾊｰﾌﾜｰﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ＞(*5) 
  (*1) 
 
 
 
 
 
                                                                                     
 
                                                                                    
00(*4) 
 
 
                                                                                    
00(*4) 
 
 
                                                                                    
00(*4) 
 
  (*2) 
 
 
 
 
 
  (*3)                      ： アドレスが対応し，同じアドレ

ス空間であることを示します。 
 

 

 

データセクション 

コードセクション 

IOセクション 

レジスタ領域 

 I-RAM 領域 

Y-RAM アドレス

I-RAM アドレス

  DSP ﾚｼﾞｽﾀ 

DSP 制御 
    プログラム 

DSP 実行命令 

 I-RAM アドレス 

 X-RAM アドレス 
X-RAM 領域 X-RAM アドレス

Y-RAM 領域Y-RAM アドレス

のアドレスはありません

レジスタに対する DSP 側

   頭ワードを参照したとき，アドレスは０になり 

   ます．同様に，Y-RAMの先頭を参照したときの 

   アドレスも０です。 

(*5) ２ﾊﾞｲﾄ(16 ﾋﾞｯﾄ)単位のｱﾄﾞﾚｽです。 

     例えば，I-RAMの DSP 実行命令で X-RAMの先

   始まります。 

(*4) DSP 側では，独自のアドレスを持っており， 

   X-RAM,Y-RAM,I-RAM それぞれがアドレス０から 

 (*1) DSP のレジスタに相当する領域を， 

   IO セクションに割り当てます。 
 
 
 (*2) DSP の I-RAMへ転送する DSP の実行命
 
   令であり，ASM ｺﾝﾊﾞｰﾀが出力したデータ 

   です。(*.h) 

 
 
 
    通常，ここから DSP の I-RAM領域に 

   転送したのち，実行します。 

 
 
 
(*3) DSP の制御および割込み処理を行う 

   手続き部分です。 
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（注記）ホスト CPU のプログラムから DSP の X-RAM,Y-RAM,I-RAM 領域を参照する

場合，すなわち，ホスト CPU のアドレスによりレジスタ以外の DSP 領域を参照 

する場合は，必ず，偶数アドレスを指定し，かつハーフワード（16 ビット）また

はワード（32 ビット）単位でアクセスして下さい。 

 

 

 

 

 

 
Ｂ ＭＢ９１２６０B シリーズ ＤＳＰメモリ空間の例 
 
 MB91260B シリーズの DSP のメモリ空間の例を以下に示します． 
 この DSP メモリ空間は，ホスト CPU 側から見たときのアドレスと DSP として動作するときのアド
レスを持っています。 
 
 ホストCPU側から 

見たアドレス 

DSPとして動作すると

きのアドレス 
 

 

Address0003A0H DSP-PC(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｶｳﾝﾀ) DSP-CSR(ｺﾝﾄﾛｰﾙ/ｽﾃｰﾀｽ) Read/Write 

       0003A2H DSP-LY(遅延レジスタ)上位 DSP-LY(遅延レジスタ)下位 Read/Write 

       0003A4H DSP-OT0(出力キュー0)上位 DSP-OT0(出力キュー0)下位 Read 

       0003A6H DSP-OT1(出力キュー1)上位 DSP-OT1(出力キュー1)下位 Read 

       0003A8H DSP-OT2(出力キュー2)上位 DSP-OT2(出力キュー2)下位 Read 

       0003AAH DSP-OT3(出力キュー3)上位 DSP-OT3(出力キュー3)下位 Read 

       0003ACH 予約領域 予約領域 ｱｸｾｽ禁止 

       
0003AEH 

予約領域 予約領域 ｱｸｾｽ禁止 

       0003B0H DSP-OT0(出力キュー0)上位 DSP-OT0(出力キュー0)下位 Read 

       0003B2H DSP-OT1(出力キュー1)上位 DSP-OT1(出力キュー1)下位 Read 

       0003B4H DSP-OT2(出力キュー2)上位 DSP-OT2(出力キュー2)下位 Read 

       0003B6H DSP-OT3(出力キュー3)上位 DSP-OT3(出力キュー3)下位 Read 

 
 
Address00C000H 
 
     
00C07EH 

X-RAM (係数 RAM) 64×16bit 
00H 
（Read/Write）
3FH 

Address00C080H 
 
       00C0FEH 

Y-RAM (係数 RAM) 64×16bit 
00H 
（Read/Write）
3FH 

Address00C080H  
 

00C100H 
I-RAM (係数 RAM) 256×16bit 

00H 
（Read/Write）
FFH 

 
 
（注記）X-RAM/Y-RAM/I-RAM について，ホスト CPU 側からみたアドレス，DSP として動作すると

きのアドレスおよび容量については，製品のマニュアルを参照して下さい。 
 

（以上） 
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